
点 数 分 析 表（参 考）
２０２０年（令和２年）１０月１日実施 公益社団法人 日本歯科技工士会

◇金属歯冠修復 製作技術料 材料料 ７０％

M０１０

１４ Ｋ 金 合 金
インレー（複雑） ２８４点 ７６４点 １９９点

前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ９５４ ２５９

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

大 臼 歯

インレー（単純） １９０ ２９４ １３３

インレー（複雑） ２８４ ５４５ １９９

＊ ４/５ 冠 ３１０ ６８５ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ８６２ ３１８

前 歯

小 臼 歯

インレー（単純） １９０ ２００ １３３

インレー（複雑） ２８４ ３９９ １９９

前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ４９２ ２５９

４/５ 冠 ３１０ ４９２ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ６１７ ３１８

Ｍ０１１ ☆前歯・小臼歯 レジン前装金属冠 １，１７４ ＃ ７６９ ８２２

M０１０

銀

合

金

大 臼 歯

インレー（単純） １９０ １９ １３３

インレー（複雑） ２８４ ３３ １９９

＊ ４/５ 冠 ３１０ ４２ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ５２ ３１８

前 歯

小 臼 歯

乳 歯

インレー（単純） １９０ １２ １３３

インレー（複雑） ２８４ ２４ １９９

※ 前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ３０ ２５９

※ ４/５ 冠 ３１０ ３０ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ３８ ３１８

Ｍ０１１ ☆前歯・小臼歯 レジン前装金属冠 １，１７４ ＃ ８４ ８２２

M０１０ 純チタン２種
大 臼 歯 全 部 金 属 冠 １，２００ ６６ ８４０

※乳歯を除く。 ＊ブリッジの支台に用いる場合。
☆小臼歯の場合は，ブリッジの支台歯となる第一小臼歯に限る。
＃金属材料料と硬質レジン前装材料料の合計

◇非金属歯冠修復他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１５

レジンインレー（単純） １２４点 ２９点 ８７点

レジンインレー（複雑） 176 ４０ １２３

硬質レジンジャケット冠
加熱重合 ７６８ ８ ５３８

光重合 ７６８ １８３ ５３８

Ｍ０１５‐２ CAD/CAM冠
小臼歯

１，２００ ＊１２２８ ８４０

１，２００ ＊２２５４ ８４０

大臼歯 １，２００ ＊３４４２ ８４０

前 歯 １，２００ ＊４５７６ ８４０

＊１ CAD/CAM冠用材料（Ⅰ）
＊２ CAD/CAM冠用材料（Ⅱ）
＊３ CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）
＊４ CAD/CAM冠用材料（Ⅳ）

注 CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）を小臼歯に対して使用した場合は，
CAD/CAM冠用材料（Ⅱ）により算定する。

◇乳歯冠・小児保隙装置 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１６ 乳 歯 冠
１ 乳歯金属冠の場合 ２００点 ３０点 １４０点

※２ その他の場合 ３９０ ２ ２７３

Ｍ０１６‐２ 小 児 保 隙 装 置 ６００ － ４２０

Ｍ０１６‐３ 既 製 金 属 冠 ２００ ２９ １４０

※乳歯に対してジャケット冠を装着する場合。人工歯料を別に算定。

◇ポンティック他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１７

鋳
造
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

大 臼 歯
金銀パラジウム合金

４３４点 ９９３点 ３０４点

小 臼 歯 ４３４ ７４８ ３０４

大 臼 歯
小 臼 歯 銀 合 金 ４３４ ４２ ３０４

レ
ジ
ン
前
装
金
属
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

前 歯
金銀パラジウム合金 １，１８０ ＃ ５９７ ８２６

銀 合 金 １，１８０ ＃ ５４ ８２６

小 臼 歯
金銀パラジウム合金 ６３４ ＃ ７４８ ４４４

銀 合 金 ６３４ ＃ ５４ ４４４

大 臼 歯
金銀パラジウム合金 ４９４ ＃ ９９３ ３４６

銀 合 金 ４９４ ＃ ５４ ３４６

Ｍ０１７‐２ 高強度硬質レジンブリッジ ２，５００ １，６２９ １，７５０

＃金属材料料と硬質レジン前装材料料の合計

◇有 床 義 歯（レジン床） 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１８

仕

上

げ

局
部
義
歯

１歯 ～ ４歯 ５８８点 ２点 ４１２点

５歯 ～ ８歯 ７２４ ３ ５０７

９歯 ～ １１歯 ９６２ ５ ６７３

１２歯 ～ １４歯 １，３９１ ７ ９７４

総 義 歯 ２，１７２ １０ １，５２０

◇熱可塑性樹脂有床義歯 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１９

仕

上

げ

局
部
義
歯

１歯 ～ ４歯 ６４２点 ３９点 ４４９点

５歯 ～ ８歯 ８６６ ３９ ６０６

９歯 ～ １１歯 １，０８０ ３９ ７５６

１２歯 ～ １４歯 １，６９６ ３９ １，１８７

総 義 歯 ２，７０４ ３９ １，８９３

◇クラスプ，バー他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２０

鋳

造

鉤

双

子

鉤

大・大
大・小

１４ Ｋ 金 合 金 ２５１点 １，０５１点 １７６点

金銀パラジウム合金 ２５１ ７９４ １７６

コバルトクロム合金 ２５１ ５ １７６

犬・小
小・小

１４ Ｋ 金 合 金 ２５１ ８５５ １７６

金銀パラジウム合金 ２５１ ６２１ １７６

コバルトクロム合金 ２５１ ５ １７６

二
腕
鉤
（
レ
ス
ト
付
）

大臼歯

１４ Ｋ 金 合 金 ２３１ ８５５ １６２

金銀パラジウム合金 ２３１ ５４５ １６２

コバルトクロム合金 ２３１ ５ １６２

犬 歯
小臼歯

１４ Ｋ 金 合 金 ２３１ ６５７ １６２

金銀パラジウム合金 ２３１ ４７４ １６２

コバルトクロム合金 ２３１ ５ １６２

前 歯
（切歯）

１４ Ｋ 金 合 金 ２３１ ５０６ １６２

金銀パラジウム合金 ２３１ ４４０ １６２

コバルトクロム合金 ２３１ ５ １６２

Ｍ０２１

線

鉤

双 子 鉤
１４ Ｋ 金 合 金 ２２０ ５２８ １５４

不 銹 ・ 特 殊 鋼 ２２０ ９ １５４

二 腕 鉤
（レスト付）

１４ Ｋ 金 合 金 １５２ ４０８ １０６

不 銹 ・ 特 殊 鋼 １５２ ９ １０６

レスト無 不 銹 ・ 特 殊 鋼 １３２ ９ ９２

Ｍ０２１‐２

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
鉤

※１

前 歯 ２３２ ２２０ １６２

犬 歯・小 臼 歯 ２３２ ２３７ １６２

大 臼 歯 ２３２ ２７２ １６２

※２

前 歯 ２３２ ４６ １６２

犬 歯・小 臼 歯 ２３２ ４６ １６２

大 臼 歯 ２３２ ４６ １６２

※１ 鋳造鉤又はレストに金銀パラジウム合金（金１２％以上），
線鉤に不銹鋼及び特殊鋼を用いた場合

※２ 鋳造鉤又はレストに鋳造用コバルトクロム合金，線鉤に
不銹鋼及び特殊鋼を用いた場合

M０２２ 間 接 支 台 装 置 １０９ － ７６

M０２３

バ

ー

鋳 造
金銀パラジウム合金 ４５４ １，２７３ ３１８

コバルトクロム合金 ４５４ １８ ３１８

屈 曲 不 銹 ・ 特 殊 鋼 ２６４ ３９ １８５

保 持 装 置 ６０ － ４２

◇そ の 他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２６ 補 綴 隙 ６５点 －点 ４６点

◇修 理 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２９ 有 床 義 歯 修 理 ２５２点 －点 １７６点

◇人工歯料

M０１４
M０１７
Ｍ０１８
Ｍ０１９

部 位
材 料

前 歯 部 臼 歯 部
両 側 片 側 両 側 片 側

レ ジ ン 歯 ２５点 １３点 ２７点 １３点

スルフォン樹脂
レ ジ ン 歯 ６２ ３１ ８７ ４３

硬質レジン歯 ５８ ２９ ７６ ３８

陶 歯 １８７ ９４ １０１ ５１

歯科診療報酬点数表
第１２部 歯冠修復及び欠損補綴
通 則
５． 歯冠修復及び欠損補綴料には，製作技工に要する費用及
び製作管理に要する費用が含まれ，その割合は，製作技工
に要する費用がおおむね１００分の７０，製作管理に要する費
用がおおむね１００分の３０である。

この分析表は，上記通則５に基づき，製作技工に要する費用の
割合を７０％とした場合の点数を算出したものである。

注１． ％は製作技術料についてのもので小数第１位で四捨五入
した。

注２． 材料料とは特定保険医療材料料のことである。
注３． １点は１０円であり，材料料を加算したものが合計請求額

となる。

２００８．３．１４，０００（Ⅰ）


